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　普段の授業がマンネリになってはいない
だろうか。平成 24 年度から使用される新
しい教育出版の教科書には，生徒の目を輝
かせ，教師の目も輝かせる授業づくりのた
めの，新鮮な素材と新たな構成の工夫が盛
り込まれている。
   扉の話題で興味・関心をひく
　中学生になると，数学に対するアレルギ
ーが一層強くなり，数学の授業においても
自分からバリヤーを築いてしまい，分か
ろうとしない生徒も見られる。これに対処
するために新しい教科書では，単元の扉を
使って新しく学習する数学に対する興味・
関心をひくことができように，身近な話題
を簡潔な構成で挿入してある。これにより，
生徒の数学に対するアレルギーを少しでも
和らげ，より一層興味・関心を高めること
ができるようにしている。
   学習する内容の入口と出口を明確にする
　新しい教科書では，各章の学習の入口で

「学習をする前に」を設定し，必要な既習内
容の復習ができ，すべての生徒が同じスタ
ートラインに立って，新しい内容の学習に
入れるように工夫がなされている。また学
習後の出口では，その章の学習のまとめを
自力で行い，それを活用する問題を通して
その定着と深化・拡充を図っている。
   新学習指導要領の改善点を活かす
　中学校数学科の目標については，数学的
活動の楽しさや数学のよさを実感できるこ

と，事象を数理的に考察し表現する能力を
高めること，活用して考えたり判断したり
しようとする態度を育てることに改善が求
められている。これに対処するために新し
い教科書では，単元の導入において［Let's 
try］を設け，数学的活動を通し課題解決を
生徒自らが行って，その楽しさやよさを実
感できるように工夫してある。それを受け
て，新しい内容の導入に結びつくように構
成されている。また，数学的活動の内容の
指導に適した素材を要所に盛り込み，事象
を数理的に考察し表現して，活用する場面
を豊富に設けるなどの工夫がなされている。
   授業に対する意識改革をしよう
　以上述べてきたように新しい教科書で
は，次のような学習サイクルを採用し，単
元を構成している。章の扉で学習への興味・
関心を高める，既習内容の復習をする，数
学的活動を通して導入課題を解決する，新
しい内容を展開する，学習のまとめを行う，
それらを活用し深化・拡充を図る。このよ
うな編集方法はこれまでにはなかったこと
である。生徒の目を輝かせ，教師の目も輝
く授業づくりには，自分で考え，工夫する
ことが必要不可欠である。このような方針
で編集した教科書はそのための最良の教材
となるものと確信している。次年度の授業
前に，改めて新しい教科書全体を咀嚼して
いただくことを期待する。

新しい教科書で，
授業に対する意識改革をしよう！
坂井  裕　［東京学芸大学名誉教授］



“新しい教科書のココに注目！”特 集

4

1　基礎的・基本的な内容の習得
　『学習指導要領解説～数学編』の数学科
の目標を解説している箇所で，基礎的・基
本的な内容の習得について，次のように述
べられている。

身に付けるべき基礎的・基本的な内容
の習得を重視するとともに，その背景
にある原理・法則についての理解を深
めながら，原理・法則の理解に裏付け
られた確かな知識及び技能を習得する
ようにする必要がある。

　原理・法則の理解に裏付けられた確かな
知識及び技能ということが強調されている
のは，新しい知識の獲得や問題解決の際に
活用できるような基礎的・基本的内容を身
につけることが要請されているということ
を物語る。教科書においても，上述のこと
を踏まえた対応が必要である。新しい教科
書においては，数学的活動の場面はもちろ
ん，章の導入での［○○を学習する前に］，
章末の［学習のまとめ］，本文中の［気を
つけよう］など様々な場面で活用できるよ
うな基礎的・基本的な内容の獲得を意図し
た紙面構成を行っている。

2　［○○を学習する前に］の役割
　章の導入には，既習事項の復習をするた
めに，［○○を学習する前に］が設定され

ている。これは，基礎的・基本的な内容を
確認して，章の学習内容と関連づけること
をねらいとしているが，関連の仕方には 3
つの類型がある。以下，類型ごとにみてい
くことにしたい。
（１）章の内容と直結する既習事項の確認
　3 年 2 章「平方根」では，定義に直結す
る内容の定着を確認しておくために，次
のような復習問題が設定されている（3 年
p.44）。

（２）学習内容の類似性を考えさせる
　例えば，3 年 5 章「相似」では，三角形
の合同条件を確認させている。これは，三
角形の相似条件を類推させることを意図し
たものである。

（３）概念の拡張や変容を図る布石
　1 年 4 章「比例と反比例」では，表で示さ
れたいくつかのともなって変わる数量の関
係の中から，比例と反比例を特定させてい
る。これは，式で関係を判断するという定
義の変換の布石としての意味を持っている。
　各章での学習は，基礎・基本を活用して
新しい内容を習得することがねらいである。
同時に，基礎・基本の理解を深めることも

基礎的・基本的な内容の
習得を図るための教科書の工夫
京極  邦明　［福岡教育大学教職大学院教授］
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目指している。例えば，3 年 1 章「式の計算」
で，－ 2（a－ 3b）を計算するとき，分配
法則 a（b＋ c）＝ ab＋ acを活用する。この
とき，aは数だけでなく，単項式でもよい
という，分配法則の理解の深まりを想定し
ている。

3　実感的な理解につながる数学的活動
　数学的活動に取り組ませるねらいの一つ
は，基礎的・基本的な内容を確実に身につ
けることである。明確に数学的活動と位置
付けられたものに加えて，以下のような学
習内容に関しても，数学的活動が意図され，
実感的な理解を目指している。
（１）数や図形の性質などを見いだす
　1 年 1 章「正の数，負の数」における「異
符号の 2 数の和」（1 年 p.20 〜 21）は，「既
習の数学を使って，数や図形の性質などを
見いだす」という意味の典型的な数学的活
動の場面である。新しい教科書でも，「同
符号の 2 数の和」での学習を基に，生徒自
ら計算のしかたを考え，図や言葉や式を用
いて「異符号の 2 数の和」の求め方を見い
だすように構成している。

　上のような場面を設定し，数直線に図示
させ，言語による記述をさせている。

（２）筋道立てて説明し伝え合う活動
　2 年 2 章「連立方程式」の導入では，次
のような問題が設定されている（2 年 p.37）。

　19人で3人がけの座席と2人がけの
座席に空席をつくらないように座るとき，
3人がけ，2人がけをそれぞれ何列使う
座り方が考えられるでしょうか。

　生徒は下図のような正方形のますを塗る
などの活動を通して，この単元での学習内
容につながる着想をつかむようになってい
る（実際には下の図が 4 組用意されている）。
これは「数学的な表現を用いて，根拠を明
らかにし筋道立てて説明し，伝え合う活動」
という意味での数学的活動である。

4　用語，定理等のデザインの工夫
　数学で何か問題に取り組むときには，用
語や定理などは必須の基礎的・基本的な内
容である。新しい教科書でもそのことがよ
く伝わるように，色やデザインを工夫して
いる。
（１）用語，表記など
　用語の説明の箇所はすべて黄色のアミを
かけ，目立つようにしている。ただし，1
年 p.15 などのように，表記のしかたや読み
方について示しているものもある。
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（２）定理，性質，規約など
　1 年 p.61 などのように，特に重要な定理，
性質，規約などは，黒板の図を使って示し
ている。

　その章や節の主たる学習内容でないもの
や活用の頻度が比較的低いものは，黒板を
使わずに囲みだけで示している。例えば，

「交換法則」や「平行移動の性質」の場合
がこれにあたる。また，1 年 1 章「正の数，
負の数」の「四則やかっこの混じった式の
計算順序」のように，手順そのものが小学
校で学習したことと同様な場合は，黒板の
図で示していない。

5　章末の［学習のまとめ］
　本文で記述してある重要なことがらをこ
こで再掲し，再確認している。基礎的・基
本的な内容と考えられる用語，定理などを
確実に習得させる必要があるからである。
さらに特筆すべきことは，それぞれの適用
題を添えて，基礎的・基本的な内容が着実
に定着しているかどうかを確認できるよう
にしてあることである。単に適用題を課す
のではなく，適宜補充をしながら基礎・基
本を確認させることも特徴である。例えば，
3 年「式の計算」では，単項式と多項式の
乗法のしかたとその適用題の例を次のよう
に示している（3 年 p.39）。

　中には，本文の［例題］や［たしかめ］
と同じレベルの問題が，部分完成の形で出
されることもある。例えば，3 年 7 章「三
平方の定理」で，本文の［例題］と同レベ
ルの問題が［学習のまとめ］でも扱われて
いる（3 年 p.201）。

　このように［学習のまとめ］は，再掲さ
れた簡潔な学習内容と適用題を合わせて扱
うことで，基礎的・基本的な内容の確実な
定着を図ることができるようになっている。

6　欄外コラムの中での扱い
　欄外コラムの中には，本文の内容を補足
し，基礎的・基本的な内容を補強するもの
がある。例えば，1 年 1 章「正の数，負の
数」には，次のような記述がみられる（1 年
p.25）。

　また，3 年 1 章「式の計算」には，

という記述がある（3 年 p.26）。これらは，
学習内容を学び直す視点を与えてくれるの
で，効果的に活用したい。また，［気をつ
けよう！］では，間違いを起こさないよう
に注意を喚起するとともに，基礎的・基本
的な内容を確認させる機会を与えているの
で，効果的に生かしていきたい。
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1　はじめに
　「数学的な思考力・表現力」という言葉は，
中央教育審議会答申（平成 20 年 1 月）の
中の次の記述からスタートする。
　「数学的な思考力・表現力は，合理的，論
理的に考えを進めるとともに，互いの知的
なコミュニケーションを図るために重要な
役割を果たすものである。このため，数学
的な思考力・表現力を育成するための指導
内容や活動を具体的に示すようにする。特
に，根拠を明らかにし筋道を立てて体系的
に考えることや，言葉や数，式，図，表，
グラフなどの相互の関連を理解し，それら
を適切に用いて問題を解決したり，自分の
考えを分かりやすく説明したり，互いに自
分の考えを表現し伝え合ったりすることな
どの指導を充実する。」
　この言葉をどう受けとめるかについては，
第 1 に，学習指導要領改訂の全体では「思
考力・判断力・表現力その他の能力」の育
成が強調されており，「思考力・表現力」
はその広がりで意識される必要がある。そ
のことから，例えば，判断力は思考力の中
に位置づけるという理解がされたりする。
　また，第 2 には，特に表現力の育成を教
科の目標に位置づけるにあたって，思考力
と関連させつつ位置づけるという，思考と
表現との本質的な関係性を踏まえた取り扱
いを意識する必要がある。その意味で，「思
考力・表現力」はそれらの関係性を強調し

つつ「思考力・判断力・表現力その他の能力」
の中で焦点化しているということができる。
　さらに，第 3 に，学校教育法の中での学
力規定の中の「知識・技能を活用して課題
を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力その他の能力をはぐくむ」という項
目は，数学的な思考力・表現力の育成が，
この「知識・技能を活用して課題を解決す
るために」という文脈の中に位置づいてい
ること，したがって，「活用」を念頭に置
いた思考力・表現力の育成を期待している
ことを明確にしている。これらの文脈が，
学習指導要領の改訂，全国学力・学習状況
調査の「活用」問題の作成，そして，観点
別学習状況評価の観点「思考・判断・表現」
＝「数学的な見方や考え方」と評価規準へ
貫かれることとなる。
　このような“広がり”と“焦点化”の文
脈を理解しておくことが，授業実践の質と
豊かさを生み出すにあたって重要であると
考えている。そして，このような文脈の上
に，指導内容としての数学的活動が位置づ
いており，それらの数学的活動の充実が求
められている。

2　数学的な思考力・表現力の精緻化
　数学的な思考力・表現力の提言は，学習
指導要領，全国学力・学習状況調査，観点
別学習状況評価の観点「思考・判断・表現」
＝「数学的な見方や考え方」とその評価規

“新しい教科書のココに注目！”特 集

数学的な思考力・表現力の育成

金本  良通　［埼玉大学教授］
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準へと精緻化されている。精緻化とはどの
ようなことなのか。具体的に見てみよう。

『学習指導要領解説～数学編』に，2 年の一
次関数に関して次の記述がある。
「例えば，水を熱した時間と水温の関係を
調べる実験を基に，水がある温度になるま
での時間を予測することをねらいとする。
また，その過程において，実験や観察の結
果を理想化したり単純化したりすることで
一次関数とみなし，表，式，グラフを用い
て処理し予測できることのよさを知り，事
象の考察に生かせるようにする。」
　そして，観点「数学的な見方や考え方」
の評価規準として，次のものが挙げられて
いる（国立教育政策研究所，平成 22 年 11 月）。
・	 具体的な事象から取り出した二つの数量

の関係が一次関数であるかどうかを判断
し，その変化や対応の特徴をとらえ，説
明することができる。

・	 具体的な事象の中から取り出した二つの
数量の関係を，理想化したり単純化した
りして一次関数とみなし，変化や対応の
様子を調べたり，予測したりすることが
できる。

・	 一次関数を用いて調べたり，予測したり
した結果が適切であるかどうか振り返っ
て考えることができる。

　これらは，数学的な思考力・表現力を一
次関数の指導において精緻化したものとい
える。一次関数の学習プロセスにおいて，
このような姿の実現が期待される。
　ところで，このような精緻化は，全国学
力・学習状況調査の「活用」問題作成の枠
組み（次表）で示されている「数学的なプ
ロセス」とも密接に関連している。いわば，
この「数学的なプロセス」に示されている
ことを，一次関数などの個々の内容の学習
プロセスにおいて実現していくことが，数
学的な思考力・表現力の精緻化された姿の
実現であると言える。なお，数学的な表現
力は，表中の α3 の項目に限定されること

なく，他の αβγ の各項目に伴う表現活
動も含むととらえておきたい。

3　教科書での例から
　前述の一次関数の事例について，2 年
p.91 に例題 1「水を熱した時間と水温」が
ある。問 1 では，一次関数であるかどうか
を判断し，また，その理由を述べさせよう
としている。問 2（４）では，予測もさせ
ている。さらに，授業では，これらの結果
が適切であるかどうかを振り返って考えて
いくことが大切であり，また，それが実現
できる教科書の構成になっている。

　また，2 年 p.94 に例題 3「移動した時間
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と道のり」がある。日常的な事象を数学化
し，グラフを用いて表現している。そして，
グラフからその事象の特徴を読み取ったり
判断させたりしている。

　2 年 p.27 ～ 28 を見てみよう。数学的活
動として特に重視している活動が位置付い
ている。「連続するいくつかの整数の和に
は，どのような性質があるかを調べてみま
しょう。」である。前時までに，2 つの数の
和を考えることなど，文字を使って整数の
性質を説明する学習に取り組んでいる。こ
の経験を基に発展させて，連続する 3 つの
整数の和について考え説明する課題である。
数学的活動の中の「数や図形の性質などを
見いだし発展させる活動」，「根拠を明らか
にし筋道立てて説明し伝え合う活動」を通
した学習である。

　この学習プロセスにおいて，p.27 の［予
想しよう］では具体的な連続する 3 つの整
数の和を求め，どのような性質があるかを
帰納的に考えさせている。そして，その後，
3 の倍数になることの理由を文字を使って
説明することを求めている。数学的な思考
力・表現力が培われていく場面である。

　p.28 では，［話し合おう］で，どの整数
を nとして説明するかを振り返り，その方
法の特徴やよさを話し合うことを促してい
る。さらには，その式を用いた説明を振り
返って，新たな性質を見いださせようとし
ている。思考と表現が一体となって，思考
が深まっていくようにしている。また，そ
の過程で，数学的な表現も質的に高めるこ
とができる。
　数学的な思考力・表現力の育成は，この
ようにして高めていくことができる。新し
い教科書の各単元において示されている学
習に埋め込まれた「数学的なプロセス」，そ
して数学的活動を通して，それぞれの単元
の内容に応じた思考力・表現力が培われて
いく。さらに，それら単元を貫いて存在す
る「数学的なプロセス」が繰り返し実現さ
れ蓄積されていくことが重要である。この
ようなことに留意した授業実践を，ぜひ期
待していきたい。
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1　数学を深め広げること
　数学で学習したことを基にして，興味深
い問題に挑んでいく。あるいは，数学で学
習したことを使って，身のまわりの問題を
解決していく。生徒は，このような活動を
通して，数学の学習の楽しさや大切さを実
感していくのではないだろうか。
　数学の学習内容をさらに深めたり広げた
りする活動を通して，生徒の数学的な力を
より豊かなものにしていくことが期待でき
る。
　新しい教科書では，このような活動がで
きるように，本文中には［チャレンジコー
ナー］や［数学ミニ事典］，章末には［数
学の広場］や［ジャンプ］，そして巻末に
は［自由研究］など，たくさんの内容が用
意されている。
　［チャレンジコーナー］には，章や節で
学習した内容を活用できるように，興味深
い問題が提示されている。［数学ミニ事典］
では，数学にまつわる楽しい話題が紹介さ
れている。また［数学の広場］では，その
章で学習した内容をさらに発展させ，数学
的に考えていく問題を用意している。［ジャ
ンプ］では学習指導要領の範囲を超えた「発
展的な学習内容」が，そして巻末の［自由
研究］では，総合的な内容がそれぞれ設定
されている。
　1 ～ 3 年の教科書で，［チャレンジコーナ
ー］が 39 例，［数学ミニ事典］が 22 例，［数

学の広場］は 16 例，［ジャンプ］が 8 例，
そして［自由研究］は 13 例と豊富な内容
が盛り込まれている。生徒と一緒にぜひ楽
しんでほしいものである。

2　学習内容を深めること
　学習したことをさらに深めることで，そ
の問題に含まれる関係や性質を見つけたり，
より一般的な関係へと高めたりしていくこ
とができる。
　たとえば，1 年の［数学の広場］では，
次のような例が掲載されている（1 年 p.88）。

　どちらも，つくる形の個数とそれに必要
となるマッチ棒の本数の関係について，そ

“新しい教科書のココに注目！”特 集

数学を深め広げる場面の充実
～「つなげる」眼，「ひろげる」眼を育むこと～

山崎  浩二　［岩手大学准教授］
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れぞれ 1 ＋ 3nと 4 ＋ 8nという式に表せる
ことが求められる。しかし，ここでは，2
章の導入［Let's try］で三角形に並べた場
合とも関連づけて，形が正方形や立方体へ
と変わっても，変わらないものがあること
にも気づかせていきたい。たとえば，規則
的に増えていく関係（しくみ）は，形が変
わっても変わっていない。三角形や正方形
の場合で使った求め方の中には，立方体の
場合でも同じように使えるものもある。
　これらのことは，生徒がさらに形や並べ
方を変えて新たな問題をつくり，それらを
考えることで，より確かなものとなる。こ
のような活動を通して，一つの問題のもつ
関係がより「深まる」。問題どうしのしくみ
や関係についても着目していくことは，問
題の数だけ解き方を覚えなければいけない
と思っている生徒にも効果的な指導となる。

「これはあの問題と似ている」，「この関係
はつねに変わらない」といった，数学的に

「つなげる」眼を育てたい。

3　学習内容を広げること
　学習したことを使って，いろいろな問題
に挑戦させてみる。学習したことを「使う」
あるいは「使える」という場面を取り入れ
ていくことで，学習内容の守備範囲が「広
がる」。
　たとえば，文字を用いた式を学習したら，
数あてゲームに使ってみる（1 年 p.78）。

　同様の課題は，2 年にも用意されている。
3 年でも扱える問題に広げることもできる。

「なぜいつも同じ数になってしまうのか」，
その理由を考える場面を授業に中に仕組む
こともよい。自分たちで，新たな数あてや
誕生日あてなどの方法をつくり出すのも面
白いだろう。
　数学の学習を「ひろげる」眼を育てるこ
とで，数学の授業をより豊かなものにできる。

4　深めたり広げたりする活動の意義
　数学の指導は，まずは基礎・基本が大事
であり，それが身につかなければ，とても
深めることなど無理だと思うかもしれない。
数学の学習を広げる時間があるのならば，
早く次の内容へ進めておきたいという立場
もあろう。そもそも「数学の学習を深める
ことは，数学に興味のある生徒だけがやれ
ばよい」といった意見もあるかもしれない。
　しかし，数学の学習を深め広げていく指
導は，普段の数学の指導を円滑にしていく
ことにもつながる。
　たとえば，1 年の比例の学習で，y ＝ ax
の a＞ 0 の場合の学習した後で，「もし，
……だったら？」と考える眼が育っていれ
ば，「もし，aが負の数になったら同じよ
うに比例の関係は成り立つのだろうか？」，

「グラフはどんな形になるのだろう？」と
いう問いかけは生徒にとってごく自然なも
のとなる。場合によると，教師が投げかけ
なくても，そのような問いをもつ子が出て
くるかもしれない。少なくとも，「次の授業
は，教科書の○ページをやります」といっ
た形式的な投げかけより，授業をつなげや
すくなるのではないだろうか。
　数学的に「つなげる」眼や，数学的に「ひ
ろげる」眼を育むことによって，一人でも
多くの生徒が，目の前の数学の問題をわく
わくしながら考えていってくれるようにし
たいものである。
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1　はじめに
　お菓子やティーバッグなどの包装が，下
の写真のような四面体（テトラ型）になっ
ているものを見かけたことはないだろうか。

　今回は，これを題材とした，第 3 学年「B
図形」の（３）イにおける数学的活動の例
を紹介しよう。各自が四面体を手元に置き，
観察や操作をしながら，三平方の定理を活
用することにより，空間図形の計量につい
てさらに深く考察できるようになったこと
が実感できるような授業展開を期待したい。

2　テトラパックを作ろう

　この「テトラパック」と呼ばれる立体は，
図 1 ～ 3 のように，封筒（使用済みで十分）
を用いて簡単に作ることができる。以下に
その手順を簡単に示す。
＜手順＞
①　封筒を底辺 BC と平行な線で切り取り，

XY の中点を A（D）とする。（図 1）
②　AB と AC および DB と DC に折り目

をつけて，切り口 XY を開く。（図 2）
③　点 X と Y が重なるように切り口をテ

ープなどで貼って完成させる。（図 3）

参考 1
　封筒のサイズは，「長 3」という規格のも
のがよい。A4 判の書類を定形郵便で送る
ことのできるごく一般的なものなので，使
用済みのものも比較的見つけやすい。また，
封筒の幅（底辺部分）の長さが 120mm で，
後述の体積問題においても計算しやすい数
値である。

参考 2
　封筒の「のりしろ」部分の位置によって，
センター貼りとサイド貼りの 2 タイプがあ
るが，AB などの折り目を作ったり，立体
の側面を切り開いたりする（詳細後述）に
は，サイド貼りの方が作業しやすい。

数学的活動へのイノベーション

封筒から作る四面体の考察を通して
吉野  茂　［東京都杉並区高井戸中学校主幹教諭］

連載
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3　いろいろなサイズで切ってみよう
　この立体は，手順①の XY を切る位置を
変えることによって，いろいろな四面体を
作ることができる。
　図 4 は，封筒の幅と同じ長さで切り取っ
た場合を示している。折り目にそって組み
立てさせた後，この立体の高さや体積を求
めることができるかどうかを考察させよう。

　この立体の内部の様子を調べるためには，
図 5 のように上面の AH に切り込みを入れ
て，手前の半分を折りたたむとよい。（図 6）
このときの，△ AHD がどんな三角形にな
るかを確かめれば，上記の課題は容易に解
決される。

　次に，違うサイズで切ることを考えよう。

　図 7 は，BC：BX ＝ 2： 3の場合，図 8 は，
BC：BX ＝ 2： 2 の場合である。このよう
な比率で切るための作図方法についても確
認しておきたい。

　図 9，図 10 は，それぞれ図 7，図 8 を
組み立て，内部が見えるように切り開いた
場合を示している。
　図 9 により，正四面体の内部を覗くこと
ができる。正四面体の平面図と組み合わせ
ながら，高さがどのような位置に現れるか
を考察させたい。特に，未習の重心の話を
持ち出さなくても，生徒は自ら手がかりを
発見するはずである。
　図 10 の△ AHD は直角三角形といえる
のだろうか。ここでは，三平方の定理の逆
についても振り返ることができる。
　この課題に興味・関心をもった生徒たち
は，さらに違う切り方によって様々な発見
を楽しんでいくことだろう。

4　おわりに
　実際に目の前に立体を置いた考察は，見
取図だけでは味わえない貴重な体験となる。

「3 次元の中の直角三角形を見抜く眼」をじ
っくり養うことにも大いに貢献するはずで
ある。「空間」を数学的に分析するための
礎として大切なこの定理を，このような課
題を通して実感をともなった理解につなげ
ていきたいものである。
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　中学校 1 年の「比例と反比例」で，比例
のグラフを初めて学習する授業であった。
黒板に「y ＝ 2x」と書き，前回の授業の復
習も兼ねて，x と y の関係を表にまとめる
作業をした。

　ここまでは，いたって普通の授業という
感じだったのだが……，グラフをかくため
の用紙を配ったときである。用紙を受け取
るなり，数人の生徒が定規を持って，何の
ためらいもなく線をひき始めた。
教師：	ちょっと待て！
生徒：	何で？？
	 （どうせかくんでしょ…という雰囲気）
教師：	その線の意味は何？
生徒：	え…だって，比例だから……。
生徒：	小学校でも習ったよね……。
教師：	比例だったら，どんなものでも線を

ひけばいいの？
　確かに比例のグラフは直線になると小学
校で習っており，生徒たちは私が何を言っ
ているのかわからない，という感じだった。
　私は続けて次の例を出した。

例 1：	1 人に 2 個ずつ x 人にアメを配る
	 とき，アメは y 個必要である。

例 2：	1 秒間に 2cm ずつ進むとき，x 秒
	 間で y cm 進む。

教師：	この 2 つの例について，y を x の式
に表すとどうなりますか。

生徒：	y ＝ 2x です。
教師：	この 2 つの例には大きな違いがある

んだけど，それは何だと思いますか。
生徒：	同じ式だから違いなんてないよ。
生徒：	……，あっ，x に入る数が違う！
	 （クラス全体ではまだわからない様子）
生徒：例 2 の方は x にどんな数を入れても

いいけど，例 1 の方は入れられない
数があるよ。

生徒：0.5 人とか 1
3 人とかできないよね。

　ここまでくると，前半で私がグラフの線
の意味を聞いた理由を理解した生徒が出て
きた。理由を理解した生徒に前に出てきて
もらい，直線では例 1 の問題を表すグラフ
として適さないことを説明してもらった。
教師：	では，比例のグラフが直線になるの

はどんなときかな？
　大切な前提として，x の変域をすべての
値としたときに，x の値を細かくして点を
とっていくと，点が集まって直線になるこ
とをクラス全体で確認した。
　比例のグラフを知識として知っている生
徒も，そうでない生徒も，自分の作業を見
返すよいきっかけとなった。

のろご日 授 業 か ら

「比例のグラフ」
  〜何で直線なの？〜

大塚 みずほ  ［お茶の水女子大学附属中学校教諭］

x … −3 −2 −1 0 1 2 3 …
y … −6 −4 −2 0 2 4 6 …
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『数学的文化化－算数・数学教育を文化の立場から眺望する－』 　 新刊

	 アラン J. ビショップ 著　　湊 三郎 訳　　　　　　　　　　  定価 4,200 円（税込）

「数学」と聞くと
　　　　　　　身震いが生じる……

	 数学恐怖症や多数の落ちこぼれを生み出す西欧
の数学教育はどこに問題があるのか。アラン・
ビショップ氏はこの問題を解き明かし，教師の
あるべき姿に貴重な示唆を与える。

『日本の算数・数学教育に学べ
　　　米国が注目する jugyou kenkyuu』

J.W. スティグラー／ J. ヒーバート 著　　湊 三郎 訳
定価 2,310 円（税込）

教育改善を目指す米国の研究者たちは，日本の学校
教育・教員研修に活路を見いだした！

『数学トレッキングツアー』
	 東京理科大学数学教育研究所 編　定価 1,890 円（税込）

『数学トレッキングツアー 2』
	 東京理科大学数学教育研究所 編　定価 1,680 円（税込）

東京理科大学生涯学習センター主催の「数学を楽し
む講座　空間『無限』への招待」での講演内容を再
構成。東京理科大学創立 125 周年に合わせて刊行。

TEL 03 −3238 − 6965　　FAX 03 −3238 − 6999
ホームページ　http://www.kyoiku-shuppan.co.jp/
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